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火
野
葦
平
の
自
己
形
成
と
教
育

―
若
松
尋
常
小
学
校
、
小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
―

増
　
田
　
周
　
子

序

　

作
家
の
自
己
形
成
に
教
育
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
文

学
者
を
志
し
た
の
は
、
い
っ
た
い
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
幼
少
時
、
思
春
期
に
何

を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
作

家
の
伝
記
的
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
の
尋
常
小
学

校
、
小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、
火
野
葦
平
の
自
己

形
成
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
成
績
表
」
は
、

火
野
葦
平
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
学
術
論
文
で
紹
介
さ

れ
た
こ
と
は
な
い（

1
）。

　

は
じ
め
に
、
火
野
葦
平
と
は
ど
ん
な
作
家
で
あ
っ
た
の
か
を
、
簡
単
に
記
し

て
み
た
い
。
火
野
葦
平
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
火
野
葦
平
が
記
し
た
「
年
譜（

2
）」

が
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
ま
と
め
て
み
る
。

　

火
野
葦
平
は
、
明
治
四
〇
年
一
月
二
五
日
福
岡
県
遠
賀
郡
若
松
町
新
仲
松

に
、
父
金
五
郎
、
母
マ
ン
の
長
男
と
し
て
誕
生
す
る
。
本
名
は
、
玉
井
勝
則
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
ち
ょ
う
ど
、
日
本
が
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
翌
年
で
、

北
九
州
の
八
幡
製
鉄
所
の
第
一
鉱
炉
に
火
が
投
ぜ
ら
れ
て
ま
も
な
く
の
頃
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
父
玉
井
金
五
郎
が
、
筑
豊
炭
田
の
石
炭
を
集
積
し
、
若
松
の

港
か
ら
荷
役
請
負
業
（
玉
井
組
）
を
開
業
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
旧
制
小
倉
中

学
に
行
き
、
文
学
に
関
心
を
寄
せ
、
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
の
と
き
に
は
童
話

集
を
自
費
出
版
す
る
。
大
正
一
五
年
、
早
稲
田
大
学
英
文
学
部
に
入
学
し
、
大

学
で
は
田
畑
修
一
郎
、
中
山
省
三
郎
ら
と
『
街
』
を
創
刊
し
、
詩
誌
を
発
行
し

て
、
精
力
的
に
文
学
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

昭
和
三
年
、
福
岡
歩
兵
二
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。
除
隊
後
の
昭
和
五
年
、
若

松
の
芸
者
ヨ
シ
ノ
と
結
婚
す
る
。
こ
の
妻
の
旧
姓
日
野
良
子
が
火
野
葦
平
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
由
来
で
あ
っ
た
。
除
隊
後
は
家
業
の
沖
仲
士
「
玉
井
組
」
を

継
ぎ
、
若
松
沖
仲
士
労
働
組
合
を
結
成
し
て
書
記
長
に
就
任
し
、
労
働
運
動
に

か
か
わ
っ
た
。
昭
和
七
年
に
上
海
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
苦
力
が
ス
ト
ラ
イ
キ



二
六

を
し
た
た
め
に
、
玉
井
組
は
五
〇
人
の
仲
士
と
と
も
に
上
海
に
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の
後
日
本
に
戻
る
が
、
留
守
中
に
全
国
的
な
共
産
党
検
挙
が
あ
り
、
若
松
駅

に
到
着
す
る
な
り
若
松
警
察
署
に
連
行
さ
れ
た
。
そ
の
頃
日
本
共
産
党
と
コ
ミ

ニ
ズ
ム
に
疑
惑
を
感
じ
始
め
て
い
た
火
野
は
、
検
挙
を
き
っ
か
け
に
転
向
を
決

意
し
、
昭
和
九
年
、
小
倉
で
発
行
さ
れ
て
い
た
詩
誌
『
と
ら
ん
し
つ
と
』
に
参

加
し
て
再
び
文
学
活
動
を
開
始
す
る
。
こ
の
年
、
火
野
葦
助
か
ら
葦
平
へ
と
改

名
す
る
の
で
あ
る
。

　

昭
和
一
二
年
に
、
日
華
事
変
が
始
ま
り
、
同
年
九
月
一
〇
日
に
伍
長
と
し
て

応
召
さ
れ
、
南
京
攻
略
に
参
加
し
た
。
杭
州
攻
略
に
も
参
加
し
て
杭
州
に
駐
留

す
る
。
昭
和
一
三
年
三
月
八
日
「
糞
尿
譚
」（「
文
学
会
議
」
昭
和
一
二
年
一
一

月
一
八
日
）
で
第
六
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
文
藝
春
秋
特
派
員
の
小
林
秀
雄
か

ら
芥
川
賞
の
時
計
を
受
け
取
っ
た
。
陣
中
で
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
話
題
と
な

る
。
続
い
て
、
戦
闘
中
の
兵
隊
の
生
々
し
い
人
間
性
を
描
き
、
戦
地
か
ら
送
っ

た
従
軍
記
『
麦
と
兵
隊
』（
昭
和
一
三
年
九
月
一
九
日
、
改
造
社
）
が
評
判
を

得
て
人
気
作
家
と
な
っ
た
。
続
い
て
『
土
と
兵
隊
』（
昭
和
一
三
年
一
一
月
二

四
日
、
改
造
社
）、『
花
と
兵
隊
』（
昭
和
一
四
年
八
月
一
一
日
、
改
造
社
）
の

兵
隊
三
部
作
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
発
表
し
、
帰
還
後
も
「
兵
隊
作
家
」
と
し
て

国
民
的
英
雄
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
の
昭

和
一
九
年
、
報
道
班
員
と
し
て
従
軍
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
軍
部
と
の
連
携
を
深

め
、
各
戦
線
に
お
も
む
き
、
従
軍
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二

〇
年
八
月
一
五
日
に
日
本
が
無
条
件
降
伏
を
す
る
と
、
火
野
葦
平
は
、
連
合
軍

か
ら
公
職
追
放
の
該
当
者
と
し
て
指
名
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、

志
賀
直
哉
が
昭
和
二
三
年
四
月
五
日
付
で
政
府
に
「
証
言
」
を
提
出
す
る
。
火

野
葦
平
資
料
館
に
は
、
こ
の「
証
言
」が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
志
賀
直
哉
全
集
』

（
平
成
一
〇
年
一
二
月
～
一
四
年
三
月
、
岩
波
書
店
）
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な

い
貴
重
な
も
の
で
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
を

全
文
引
用
す
る
。

証　

言

今
回
、
中
央
公
論
公
職
適
否
審
査
委
員
会
に
於
て
、
文
章
家
の
該
当
仮
指
定
が

行
は
れ
た
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
作
家
火
野
葦
平
に
就
い
て
、
私
は
次

の
如
く
確
信
し
、
証
言
し
ま
す
。

一
、
原
則
的
に
芸
術
家
は
自
由
主
義
者
で
あ
つ
て
、
悪
質
の
政
治
的
意
図
の
下

に
動
く
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
火
野
葦
平
も
ま
た
「
糞
尿
譚
」
以
来
の
作
品
は

明
瞭
な
る
如
く
、
本
質
的
に
自
由
主
義
者
で
あ
る
こ
と
。

一
、「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」「
花
と
兵
隊
」
等
、
日
華
事
変
中
に
書
か
れ

た
諸
作
品
は
明
ら
か
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
立
場
に
あ
つ
て
、
毫
も
軍
国
主

義
的
色
彩
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
時
期
の
作
品
た
る
「
広
東
進
軍
抄
」

「
戦
友
に
愬マ
マ

ふ
」
は
同
様
の
精
神
に
基
い
て
書
か
れ
、
す
べ
て
の
作
品
に
は

兵
隊
た
る
の
立
場
か
ら
、
反
戦
的
色
彩
す
ら
濃
厚
で
あ
る
こ
と
。

一
、
太
平
洋
戦
争
後
、
発
表
せ
ら
れ
た
「
陸
軍
」
は
大
本
営
報
道
部
の
命
令
に

基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
聞
き
つ
た
へ
て
ゐ
る
が
、
然
も
尚
兵
隊
の
庶
民
精

神
を
強
調
し
、
記
録
的
構
想
の
下
に
、
軍
の
意
向
に
叛
い
て
、
寧
ろ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
顕
現
せ
ん
と
努
め
た
事
が
歴
然
と
し
て
ゐ
る
こ
と
。
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二
七

一
、
尚
、
火
野
葦
平
の
人
柄
、
思
想
、
行
動
等
は
今
後
の
日
本
再
建
に
際
し
て

決
し
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
性
質
の
も
の
で
な
く
、
終
始
、
芸
術
家
と
し
て

活
動
し
、
政
治
的
意
識
の
下
に
動
い
て
ゐ
た
こ
と
は
な
い
こ
と
。

右
の
理
由
に
よ
つ
て
、
今
回
の
仮
指
定
に
就
い
て
は
、
慎
重
に
再
審
査
を
さ
れ

る
様
に
希
望
し
、
非
該
当
の
決
定
を
さ
れ
る
様
に
切
願
し
ま
す
。

　
　
　

昭
和
二
十
三
年
四
月
五
日

�

志
賀　

直
哉　

　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　

芦
田　

均 

殿

　

志
賀
直
哉
ら
の
必
死
の
嘆
願
に
も
関
わ
ら
ず
、
昭
和
二
三
年
、
政
府
は
「
日

華
事
変
以
来
、
同
人
は
戦
争
に
取
材
せ
る
多
数
の
著
述
を
発
表
し
、
世
に
迎
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
著
作
に
於
て

4

4

4

4

4

4

4

、
概
ね
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
態
度

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
離
れ
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

と
は
云
へ
、『
陸
軍
』『
兵
隊
の
地
図
』『
敵
将
軍
』『
ヘ
イ
タ

イ
ノ
ウ
タ
』
等
に
於
て
は
、
日
本
民
族
の
優
越
感
を
強
調
し
、
戦
争
、
特
に
太

平
洋
戦
争
を
是
認
し
、
戦
意
の
昂
揚
に
努
め
て
居
り
、
そ
の
影
響
力
は
広
汎
且

つ
多
大
で
あ
っ
た
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
同
人
は
軍
国
主
義
に
迎
合
し
て
、

そ
の
宣
伝
に
協
力
し
た
者
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い（

3
）」

と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
火

野
葦
平
を
公
職
追
放
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
五
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
を
機
に
、
火
野
の
追
放
が
解
除
さ
れ
た
。
追

放
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
は
、
多
く
の
新
聞
連
載
小
説
を
執
筆
し
て
い
く
。
中
で

も
、
生
家
を
描
い
た
「
花
と
龍
」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
七
年
六
月
二
〇
日
～

二
八
年
五
月
一
一
日
）
は
評
判
を
得
、
の
ち
に
映
画
化
さ
れ
た
り
劇
に
も
な
っ

た
。
ま
た
、
敗
戦
前
後
の
自
分
と
そ
の
周
囲
の
状
況
を
反
省
を
こ
め
て
描
い
た

『
革
命
前
後
』（
昭
和
三
五
年
一
月
三
〇
日
、
中
央
公
論
社
）
は
、
没
後
、
芸
術

院
賞
を
受
賞
す
る
。
昭
和
三
五
年
一
月
二
四
日
、「
死
に
ま
す
。
芥
川
龍
之
介

と
は
ち
が
ふ
か
も
知
れ
な
い
が
、
或
る
漠
然
と
し
た
不
安
の
た
め
に
。
す
み
ま

せ
ん
。
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
さ
や
う
な
ら
」
と
い
う
遺
書
を
残
し
、
北
九
州
市

若
松
〈
河
伯
洞
〉
で
睡
眠
薬
自
殺
し
た
。
以
上
が
火
野
葦
平
の
簡
単
な
経
歴
で

あ
る
。

　

波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
歩
み
、
戦
争
責
任
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
た
火
野
葦
平
で

あ
る
が
、
平
野
謙
は
、
火
野
葦
平
の
こ
と
を
、
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
時
代
の
犠

牲
者
と
し
て
、
特
高
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
と
表
裏
一
体
と
と
ら
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る（

4
）。

北
九
州
若
松
の
沖
仲
士
「
玉
井
組
」
の
組

長
を
継
ぎ
な
が
ら
も
、
常
に
労
働
者
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
必
死
で
、
労
働

組
合
ま
で
結
成
し
た
火
野
葦
平
を
、
単
純
に
戦
争
協
力
者
、
支
配
者
な
ど
と
と

ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
の
本
質
を
探
る
べ
く
、
小
学
、
中
学
時
代
の
こ
と
を

考
え
る
。
単
な
る
紹
介
の
域
を
脱
し
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
火
野
葦
平
と

い
う
作
家
の
自
己
形
成
基
盤
は
何
で
あ
っ
た
の
か
の
一
端
が
わ
か
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。



二
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一
、
火
野
葦
平
の
小
学
校
時
代

　

火
野
葦
平
は
、
大
正
二
年
、
若
松
尋
常
小
学
校
に
入
学
す
る
。
先
に
あ
げ

た
、
火
野
葦
平
自
身
が
作
成
し
た
「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
若
松
尋
常
小
学
校
時

代
の
五
、
六
年
生
頃
に
は
、
絵
と
読
物
を
愛
好
し
、
立
川
文
庫
や
武
士
道
文
庫

な
ど
を
愛
読
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
く
の
有
馬
彦
馬
の
剣
道
場
に
通

い
、
先
輩
の
藤
井
寛
二
郎
と
少
年
野
球
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
で
活
躍
し
て
い

た
。

　

若
松
尋
常
小
学
校
時
代
の
「
成
績
表
」
が
火
野
葦
平
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。「
成
績
表
」
は
、
厚
紙
の
表
紙
の
つ
い
た
縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
横
一
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
中
に
成
績
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
第
一
学
年
か
ら
、
第
六
学
年
ま
で
の
全
て
が
残
っ
て
い
る
の
で
紹
介
す

る
。
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三
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三
一



三
二
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三
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三
四

　

一
年
か
ら
六
年
生
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
甲
の
成
績
で
あ
る
。
明
治
四
一
年
創
立

の
伝
統
あ
る
小
倉
中
学
に
進
学
す
る
こ
と
が
、
当
然
で
き
得
る
成
績
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

二
、
火
野
葦
平
の
小
倉
中
学
時
代

　

大
正
八
年
四
月
、
火
野
葦
平
は
小
倉
中
学
校
に
入
学
す
る
。
小
倉
中
学
は
、

明
治
四
一
年
五
月
に
開
校
し
た
学
校
で
、
火
野
葦
平
は
、
特
一
二
期
生
と
な

る
。
火
野
葦
平
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
、
小
倉
中
学
の
「
二
年
に
な
る
ま
で
は

画
家
た
ら
ん
と
志
し
て
い
た（

5
）」

が
、
松
山
に
い
る
従
兄
の
菅
義
則
と
い
う
文
学

青
年
に
、
夏
目
漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」、「
坊
ち
や
ん
」「
二
百
十
日
」

な
ど
を
読
む
こ
と
を
進
め
ら
れ
、
将
来
の
志
望
が
文
学
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
手
当
た
り
次
第
に
文
学
書
を
耽
読
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
九
年
か
ら

日
記
を
つ
け
は
じ
め
た
そ
う
だ
。
小
倉
中
学
時
代
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
許
可

が
お
り
た
の
で
、
大
正
一
二
年
分
の
翻
刻
を
、
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
第
五

九
巻
二
号
に
一
部
掲
載
し
た
の
で
、
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　

火
野
に
よ
る
と
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
ー
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
芥
川
龍
之

介
、
佐
藤
春
夫
、
武
者
小
路
実
篤
、
北
原
白
秋
、
日
夏
耿
之
介
、
萩
原
朔
太
郎

な
ど
の
文
豪
に
傾
倒
し
て
い
き
、
中
学
三
年
の
時
に
は
、
早
稲
田
大
学
の
文
科

に
入
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
こ
の
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
を
紹
介
す
る
。
四
年
間
分
が
火
野
葦

平
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
は
、
表
紙
に
、「
小
倉
中
学
通
信
簿
」
と
記
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五

さ
れ
た
縦
一
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も

の
で
あ
る
。
一
学
年
か
ら
、
三
学
年
の
「
成
績
表
」
は
、
書
式
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
一
頁
目
に
「
保
証
人
事
項
」
が
書
か
れ
、
二
頁
目
に
生
徒
の
「
生
年
月

日
」「
出
身
学
歴
」「
家
庭
所
在
地
」
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、「
通
信
簿
」

に
つ
い
て
の
注
意
事
項
が
印
刷
さ
れ
る
。
そ
の
次
の
頁
に
、「
出
席
統
計
日
数
」

や
「
学
業
成
績
」「
身
体
検
査
表
」
が
書
か
れ
る
。
た
だ
し
、
一
学
年
の
も
の

に
は
な
い
が
、
第
二
、
第
三
学
年
の
「
通
信
簿
」
に
は
、
こ
の
あ
と
に
「
通
信

事
項
」
の
頁
が
お
か
れ
る
。
そ
の
後
に
、
印
刷
さ
れ
た
「
生
徒
心
得
」「
保
証

人
心
得
」
が
あ
る
。
第
四
学
年
も
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
書
式
が
少
し

変
更
さ
れ
、
一
頁
目
に
「
保
証
人
事
項
」、
生
徒
の
「
生
年
月
日
」
や
「
出
身

学
歴
」「
家
庭
所
在
地
」
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
頁
で
「
通
信
簿
取
扱

ニ
就
テ
ノ
注
意
」
が
付
さ
れ
、
次
ペ
ー
ジ
に
「
出
席
統
計
日
数
」
や
「
学
業
成

績
」「
身
体
検
査
表
」、
続
い
て
「
通
信
事
項
」
が
お
か
れ
る
。
最
後
に
、
印
刷

さ
れ
た
「
生
徒
心
得
」「
保
証
人
及
父
兄
心
得
」
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

　

以
上
、
書
式
は
学
年
で
若
干
異
な
る
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。
印
刷
さ
れ
た
「
生
徒
心
得
」「
保
証
人
心
得
」
な
ど
は
、
学
校
の
生

徒
全
員
同
じ
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
省
き
火
野
葦
平
個
人
に
関
係
す

る
、「
学
業
成
績
」「
身
体
検
査
表
」「
出
席
統
計
日
数
」「
通
信
事
項
」
の
部
分

を
四
学
年
全
て
紹
介
し
て
み
る
。
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こ
れ
ら
、
小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
を
見
て
み
る
と
、
第
二
学
年
ま
で

は
、
画
家
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
二
年
生
ま
で
の

図
画
の
成
績
は
良
好
で
あ
っ
た
。
火
野
葦
平
在
学
中
の
小
倉
中
学
の
図
画
の
先

生
杉
田
宇
内
は
、
俳
人
杉
田
久
女
の
夫
で
あ
る
。
杉
田
宇
内
と
は
ど
ん
な
人
物

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

石
昌
子
編
「
杉
田
久
女
年
譜
」（『
杉
田
久
女
全
集
第
二
巻
』
一
九
八
九
年
八

月
一
日
、
立
風
書
房
）
に
よ
る
と
、
久
女
は
、
明
治
四
二
年
八
月
、
一
九
歳
で

杉
田
宇
内
と
結
婚
す
る
。
最
初
は
宇
内
の
実
家
の
あ
る
愛
知
県
に
住
ん
で
い
た

が
、
東
京
上
野
美
術
学
校
西
洋
画
科
出
身
の
宇
内
は
、
小
倉
中
学
奉
職
の
た
め

に
小
倉
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
宇
内
は
長
男
で
あ
り
、
彼
の
実
家
は
、
養

蚕
、
生
糸
、
和
紙
業
な
ど
多
角
的
に
事
業
経
営
を
行
い
、
村
政
に
も
関
与
し
て

山
林
を
持
つ
裕
福
な
家
で
あ
っ
た
。
小
倉
中
学
在
職
中
の
宇
内
は
、「
釣
や
テ

ニ
ス
を
趣
味
と
し
、
玄
海
の
夜
釣
や
沖
釣
な
ど
」
を
楽
し
む
「
田
舎
育
ち
の
野

性
的
な
一
面
」
が
あ
り
、
久
女
は
お
だ
や
か
な
人
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
、
久

女
が
父
の
納
骨
に
行
っ
た
お
り
に
病
気
と
な
り
、
実
家
に
帰
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
離
婚
騒
動
が
お
き
た
。
大
正
一
〇
年
、
久
女
三
一
歳
の
「
年
譜
事
項
」
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

宇
内
は
腹
の
悪
い
人
で
な
い
か
わ
り
単
純
で
、
久
女
の
離
婚
し
た
い

と
い
う
気
持
を
夜
昼
責
め
た
て
た
。
亭
主
関
白
と
も
い
え
る
時
代
だ
っ

た
の
で
、
久
女
は
泣
き
の
涙
で
家
を
飛
び
出
さ
ね
ば
喧
嘩
は
止
ま
な

か
っ
た
。
宇
内
は
病
的
な
く
ら
い
執
拗
で
、
久
女
を
怒
ら
せ
、
目
を
吊

り
上
げ
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
す
ま
な
か
っ
た
。
怒
れ
ば
久
女
の
方
が

強
か
っ
た
に
せ
よ
、
怒
ら
せ
る
ま
で
に
挑
発
す
る
の
は
い
つ
も
宇
内
の

方
で
あ
っ
た
。
中
学
教
師
は
嫌
い
と
い
っ
た
久
女
の
言
い
分
は
表
面
的

な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
宇
内
の
性
格
的
な
も
の
に
対
す
る
批
判
と

非
難
が
籠
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
杉
田
夫
婦
の
離
婚
騒
動
の
起
き
て
い
る
、
大
正
八
年
～
十
一

年
が
、
火
野
葦
平
の
小
倉
中
学
在
学
中
で
あ
っ
た
。
宇
内
は
、
昭
和
二
〇
年
に

妻
久
女
を
亡
く
し
た
と
き
「
自
責
に
さ
い
な
ま
れ
」
元
気
が
な
か
っ
た（

6
）と

い
う

が
、
火
野
葦
平
は
家
庭
問
題
の
起
き
て
い
た
と
き
に
在
学
し
て
い
た
。
久
女
の

亡
く
な
っ
た
頃
か
ら
宇
内
は
「
バ
ネ
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
生
徒
か
ら
つ

け
ら
れ
た
ら
し
い
が
、

　

ス
プ
リ
ン
グ
が
跳
ね
る
よ
う
に
ひ
ょ
っ
こ
ひ
ょ
っ
こ
歩
か
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
来
て
い
る
。
痩
せ
型
、
色
白
の
ち
ょ
び
髭
の
先
生
。
創
立
と
同

時
に
新
進
気
鋭
の
先
生
と
し
て
就
任
。
以
来
学
校
の
主
と
な
り
、
バ
ネ

さ
ん
に
睨
ま
れ
る
と
一
巻
の
終
り
だ
と
聞
い
て
い
た
が
、
に
っ
こ
り
さ

れ
た
と
き
は
、
目
が
細
く
な
り
優
し
か
っ
た
。（
中
略
）
校
舎
の
間
の
小

さ
な
池
の
回
り
に
萩
が
植
え
て
あ
り
先
生
が
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た
。

春
の
あ
る
朝
、
元
気
よ
く
芽
立
っ
て
い
た
萩
の
芽
を
腕
白
者
が
棒
で
撫

斬
り
に
し
た
。
犯
人
は
す
ぐ
申
し
出
た.

。
先
生
は
涙
を
流
し
な
が
ら
そ

の
生
徒
に
自
然
の
大
切
さ
を
諭
さ
れ
た
と
い
う
。
伝
統
の
白
脚
伴
を
守

る
た
め
に
、
下
関
要
塞
司
令
部
に
涙
の
直
訴
を
さ
れ
た
が
、
残
念
な
が

ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）
小
倉
中
学
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ

た
お
一
人
で
あ
っ
た（

7
）。



四
四

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
葦
平
在
学
中
の
、
宇
内
回
想
録
で
は
な
い
が
、
優
し
く
熱

意
の
あ
る
教
師
だ
っ
た
よ
う
だ
。
慕
う
生
徒
が
多
く
、
ボ
ナ
ー
ル
の
弟
子
で
あ

る
画
家
楠
目
成
照
な
ど
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
火
野
葦
平
も
宇
内
先
生
に

「
君
は
美
術
学
校
に
行
く
と
い
い
ね（

8
）」

と
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。
宇
内
は
、「
い

つ
も
他
人
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
」、「
人
望
高
く
す
ば
ら
し
い
教
師
と
い
わ

れ
た（

9
）」

そ
う
だ
。
晩
年
に
は
教
育
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
、
小
倉
名
誉
市
民
に

も
な
っ
た
。

　

さ
て
、
横
道
に
そ
れ
た
が
、
火
野
葦
平
の
小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
に

話
を
戻
そ
う
。「
成
績
表
」
を
見
る
と
一
目
遼
然
だ
が
、
明
ら
か
に
小
学
校
と

比
べ
て
成
績
が
落
ち
て
い
る
。
席
次
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
大
正
八
年
四
月
か

ら
、
九
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
生
の
成
績
を
見
て
み
る
。
一
学
期
の
席
次
は
、

一
八
九
人
中
二
五
番
で
、
二
学
期
に
は
、
一
八
三
人
中
五
九
番
、
三
学
期
に
は

一
六
七
人
中
四
四
番
と
な
っ
た
。
大
正
九
年
四
月
か
ら
大
正
一
〇
年
三
月
ま
で

の
二
年
生
の
席
次
は
、
一
学
期
一
六
四
人
中
八
九
番
、
二
学
期
一
五
五
人
中
七

九
番
、
三
学
期
一
四
九
人
中
五
九
番
、
大
正
一
〇
年
四
月
か
ら
大
正
一
一
年
三

月
ま
で
の
三
年
生
の
席
次
は
、
一
学
期
一
六
〇
人
中
七
一
番
、
二
学
期
一
五
九

人
中
七
七
番
、
三
学
期
一
四
八
人
中
一
〇
一
番
、
大
正
一
二
年
三
月
か
ら
の
四

年
生
の
席
次
は
、
一
学
期
一
四
六
人
中
一
〇
一
番
、
二
学
期
は
一
四
七
人
中
八

七
番
で
あ
る
。
成
績
は
、
徐
々
に
悪
く
な
り
、
し
か
も
大
正
一
二
年
の
陥
落
は

激
し
い
。

　

こ
れ
は
、
火
野
葦
平
の
初
恋
の
相
手
で
あ
る
、
火
野
よ
り
二
つ
年
上
の
女
学

生
静
子
さ
ん
と
の
恋
愛
の
煩
悶
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
静
子
さ
ん

は
、
若
松
の
正
保
寺
町
の
自
宅
の
す
ぐ
前
に
あ
っ
た
志
道
聞
多
氏
の
お
嬢
さ
ん

で
あ
っ
た
。
こ
の
火
野
と
静
子
さ
ん
と
の
恋
愛
に
つ
い
て
は
、
火
野
葦
平
が
次

の
如
く
に
記
し
て
い
る
。

　

私
よ
り
二
つ
年
上
の
女
学
生
静
子
さ
ん
と
少
年
ら
し
い
恋
を
し
た
。

そ
し
て
、
結
婚
す
る
と
い
つ
て
、
私
の
両
親
や
先
方
の
両
親
も
手
こ
ず

ら
せ
た
。「
大
正
十
年
を
送
る
」
と
い
う
題
の
作
文
に
、
静
子
さ
ん
の
こ

と
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
国
語
と
作
文
受
持
の
高
橋
純
之
先
生
が
、「
諸
君

の
中
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
書
い
た
者
が
あ
る
」
と
い
っ
て
、
黒
板
一
杯

に
、「
恋
」
の
一
字
を
書
い
た
。
そ
し
て
、「
ま
だ
少
年
の
う
ち
か
ら
、
こ

ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
。
恋
な
ん
か
す
る
の
は
大
人
に
な
つ
て
か
ら

の
こ
と
、
き
れ
い
に
忘
れ
て
、
上
級
学
校
へ
進
む
勉
強
に
励
ん
だ
方
が

い
い
ね
」
と
い
つ
た
。
私
の
名
は
い
わ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
ク
ラ
ス
・

メ
ー
ト
た
ち
は
知
つ
て
い
る
の
で
、
私
は
赤
面
し
た
。
し
か
し
、
心
の

中
で
は
、
ど
う
し
て
少
年
な
ら
恋
愛
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
と
反
撥

し
て
い
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
高
橋
先
生
は
私
を
愛
し
て
く
れ
、
他
の

先
生
が
ほ
と
ん
ど
反
対
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
早
大
希
望

を
援
助
し
て
く
れ
た
。
当
時
、
小
倉
中
学
は
模
範
的
な
秀
才
学
校
だ
つ

た
の
で
、
文
学
な
ど
を
や
る
生
徒
は
不
良
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

10
）。

　

だ
が
、
静
子
さ
ん
と
の
恋
愛
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、「
火
野
葦

平
日
記
」
の
大
正
一
二
年（

11
）を

見
る
と
、
一
月
三
日
に
、

自
分
は
Ｓ
の
こ
と
を
考
へ
る
の
を
恐
れ
た
。
そ
れ
よ
り
Ｓ
の
こ
と
は
日

記
に
特
記
す
る
に
は
及
ば
な
い
迄
に
忘
れ
て
し
ま
ひ
た
か
つ
た
。
し
か
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し
今
日
自
分
は
去
年
の
や
う
に
こ
の
苦
痛
を
享
楽
し
て
見
よ
う
と
思
つ

た
。
Ｓ
の
事
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
連
想
を
逞
う
し
て
煩
悶
に
戦
を
挑
ん

で
見
よ
う
と
思
つ
た
。
そ
し
て
苦
し
ま
ぎ
れ
に
押
し
つ
め
た
揚
句
は
彼

女
を
「
全
く
知
ら
な
い
女
と
す
る
よ
り
外
は
な
い
」
で
あ
つ
た
。（
中
略
）

自
分
は
文
学
に
よ
る
こ
と
を
誓
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
あ
ゝ
暗
闇
だ
…
…
さ

う
だ
、
勉
強
し
な
く
て
は
…
…
明
日
か
ら
心
を
入
れ
か
へ
や
う
、
兎
に

角
苦
し
い
。

一
月
六
日
に
、

モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の
「
美
貌
の
友
」
を
読
ん
で
ゐ
て
Ｓ
の
家
か
ら
か
る
た

を
読
む
声
が
き
こ
え
て
来
て
自
分
の
心
を
奪
つ
て
し
ま
つ
た
に
は
弱
つ

た
。
だ
め
だ
！
と
幾
度
心
を
叱
り
つ
け
て
も
よ
む
こ
と
が
少
し
も
頭
に

這
入
ら
な
い
の
だ
。
自
分
は
情
な
く
な
つ
て
顔
を
本
の
上
に
つ
つ
ぷ
し

た
。
自
分
は
す
つ
か
り
愛
慾
の
煩
悶
か
ら
抜
け
切
つ
て
ゐ
な
い
の
だ
。

か
う
考
へ
る
と
泪
の
に
じ
む
や
う
な
淋
し
さ
が
急
に
身
の
ま
は
り
を
吹

き
流
れ
た
。

と
あ
り
、
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
静
子
さ
ん
と
の
恋
愛
に
苦
悶
し
、
勉
強
に
集
中
で
き
な
い
十
七
歳
の
思
春
期

時
代
の
火
野
葦
平
の
姿
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
こ
で
成
績
も
下
が
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
大
正
一
二
年
の
「
火
野
葦
平
日
記
」
一
月
一
〇
日
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　

去
年
行
つ
た
国
漢
模
擬
試
験
の
作
文
と
書
取
の
答
案
を
貰
つ
た
。
作

文
が
五
十
点
、
総
点
八
十
点
な
の
だ
が
、
作
文
が
四
十
七
点
で
総
点
恰

度
七
十
点
あ
つ
た
。
作
文
は
四
十
七
点
が
井
上
と
自
分
と
で
最
高
点
の

や
う
だ
。
驚
い
た
こ
と
に
は
作
文
に
十
五
点
、
十
点
な
ど
の
可
成
あ
る

こ
と
だ
。
自
分
は
稍
作
文
に
は
自
信
を
持
つ
て
ゐ
る
。
だ
が
国
漢
に
自

信
が
あ
る
に
反
し
て
数
学
に
全
然
バ
ク
テ
リ
ア
の
細
菌
程
の
自
信
の
持

て
な
い
が
情
な
い
や
う
だ
。
自
分
は
多
分
国
漢
で
通
つ
て
数
学
で
辷
る

だ
ら
う
。

数
学
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
悩
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
悩
み
な
が
ら
も
、

火
野
葦
平
は
、
小
倉
中
学
で
は
野
球
選
手
で
、「
捕
手
を
勤
め
、
三
番
か
四
番

を
打
つ
て（

12
）」、

マ
ン
ド
リ
ン
の
稽
古
も
は
じ
め
た
。

　

ま
た
、
火
野
葦
平
は
小
倉
中
学
時
代
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い

る
。　

私
は
あ
ま
り
成
績
が
よ
い
ほ
う
で
は
な
か
っ
た
。
科
目
に
好
き
き
ら

い
が
は
な
は
だ
し
い
の
で
、
き
ょ
く
た
ん
な
差
が
つ
き
、
平
均
す
る
と

ど
う
し
て
も
上
位
に
な
れ
な
い
。
今
で
も
そ
う
だ
が
、
小
倉
中
学
は
秀

才
主
義
教
育
が
徹
底
し
て
お
り
、
ど
ん
な
学
科
も
平
均
し
て
よ
く
で
き
、

十
番
以
内
に
は
い
ら
な
い
と
、
学
校
か
ら
も
先
生
か
ら
も
気
に
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
国
語
、
漢
文
、
作
文
、
図
画
、
英
語
、
歴

史
な
ど
の
好
き
な
科
目
は
、
い
く
ら
か
人
よ
り
ず
ば
ぬ
け
て
い
た
が
、

き
ら
い
な
数
学
、
代
数
、
幾
何
、
化
学
、
物
理
な
ど
は
サ
ッ
パ
リ
で
、

最
低
点
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
甲
乙
丙
丁
と
い
う
点
の
つ
け
方
を
し

て
い
た
が
、
代
数
、
幾
何
な
ど
は
丁
の
も
う
一
つ
下
の
戊
で
、
代
数
の
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教
師
な
ど
は
、
い
つ
も
私
に
「
お
ま
え
は
低
能
で
は
な
い
か
。」
と
い
っ

て
い
た
。
三
年
か
ら
野
球
部
に
は
い
る
と
、
成
績
は
い
っ
そ
う
さ
が
っ

た
。
そ
れ
ま
で
は
二
十
番
か
ら
三
十
番
く
ら
い
の
間
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
た
の
に
、
野
球
選
手
に
な
っ
て
練
習
で
時
間
を
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
百
六
十
人
く
ら
い
の
中
、
と
う
と
う
五
十
三
番
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
心
配
し
た
父
が
、
学
校
に
行
っ
て
受
持
教
師
に
き
く
と
、「
や

れ
ば
で
き
る
の
に
、
ま
る
で
や
る
気
が
な
い
の
で
し
か
た
が
な
い
。
い

く
ら
先
生
が
い
っ
て
も
相
手
に
し
な
い
。
困
っ
た
子
だ
。」
と
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
別
に
先
生
を
相
手
に
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
い
や
で
た
ま
ら
な
い
科
目
に
不
必
要
な
努
力
を
つ
い
や
し
て
よ

い
点
を
と
る
よ
り
も
、
好
き
な
科
目
の
ほ
う
を
少
し
で
も
よ
け
い
勉
強

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
だ
。
十
番
以
内
に
は
い
り
た
い

こ
と
も
、
級
長
や
副
級
長
に
な
り
た
い
こ
と
も
、
先
生
に
気
に
入
ら
れ

よ
う
と
考
え
た
こ
と
も
無
か
っ
た（

13
）。

　

火
野
葦
平
は
、
大
正
一
二
年
一
月
八
日
の
日
記
に
「
四
年
か
ら
試
験
を
受
け

る
も
の
は
皆
同
じ
組
に
な
る
の
だ
。
俺
達
の
組
は
た
つ
た
二
十
六
人
し
か
ゐ
な

い
。
皆
四
年
か
ら
受
け
や
う
と
云
ふ
、
そ
し
て
自
信
の
あ
り
さ
う
な
顔
ば
か
り

で
あ
る
」
と
あ
り
、
同
年
一
月
九
日
の
日
記
に
「
自
分
は
合
格
し
な
か
つ
た
ら

四
年
で
止
め
て
労
働
に
入
ら
う
。
労
働
に
あ
つ
て
文
学
を
嗜
ま
う
。
Ｓ
が
何
と

思
は
う
が
ど
う
あ
る
の
だ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
中
学
四
年
か
ら
、

順
調
に
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
を
受
験
し
て
入
学
す
る
。

　

以
上
、
簡
単
に
若
松
尋
常
小
学
校
、
小
倉
中
学
時
代
の
「
成
績
表
」
に
つ
い

て
記
し
て
み
た
。
今
後
は
、
現
在
翻
刻
を
す
す
め
て
い
る
日
記
な
ど
も
併
せ
て

考
察
し
、
火
野
葦
平
の
小
説
家
と
し
て
の
自
己
形
成
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　

な
お
、
本
研
究
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
火
野
葦
平
の
御
三
男
玉
井
史
太
郎

様
、
火
野
葦
平
資
料
館
の
市
川
嘉
男
様
な
ら
び
に
資
料
館
の
皆
様
方
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
紹
介
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）　
『
火
野
葦
平
詩
画
集
』（
平
成
二
一
年
一
二
月
、
葦
平
と
河
伯
洞
の
会
）
に
、
若

松
尋
常
小
学
校
時
代
の
「
成
績
表
」
の
一
部
が
画
像
で
入
れ
て
あ
る
。

（
2
）　

火
野
葦
平
「
年
譜
」（『
火
野
葦
平
選
集
〈
第
8
巻
〉』
昭
和
三
四
年
六
月
三
〇
日
、

創
元
社
）

（
3
）　

火
野
葦
平
展
運
営
委
員
会
編
『
火
野
葦
平
展
』（
平
成
六
年
一
月
二
七
日
、
北

九
州
市
教
育
委
員
会
）

（
4
）　

平
野
謙
「
政
治
と
文
学
（
二
）」（『
新
潮
』
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
日
）

（
5
）　

2
に
同
じ

（
6
）　

佐
野
正
幸
「
杉
田
宇
内
先
生
、
楠
目
成
照
さ
ん
、
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
絵

を
め
ぐ
っ
て
の
不
思
議
な
邂
逅
」（『
愛
宕
丘
の
四
季
』
平
成
一
〇
年
三
月
一
日
、

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校
明
陵
同
窓
会　

沖
栄
一
郎
発
行
）

（
7
）　

平
井
隆
二
「
先
生
方
の
横
顔
」（『
愛
宕
丘
の
四
季
』
同
）

（
8
）　

火
野
葦
平
「
私
の
中
学
時
代
」（『
中
学
時
代
』
昭
和
三
三
年
一
〇
月
一
日
）

（
9
）　

三
宅
千
代
「
天
才
を
捨
て
た
男
―
わ
が
愛
の
杉
田
宇
内
」（『
愛
宕
丘
の
四
季
』

同
右
）

（
10
）　

2
に
同
じ

（
11
）　

増
田
周
子
「
火
野
葦
平
自
筆
日
記
翻
刻
（
大
正
十
二
年
）
Ⅰ
」（
関
西
大
学
『
文

学
論
集
』
第
五
九
巻
第
二
号
）
参
照
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（
12
）　

2
に
同
じ

（
13
）　

8
に
同
じ

　

本
稿
は
、
科
研
費
補
助
金
（21242001

）
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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Self－Formation and the Education of Ashihei Hino:
His Report Cards from Wakamatsu Elementary School and Kokura Junior High School

MASUDA Chikako

	 In	 this	paper,	 I	will	present	Ashihei	Hino’s	 report	cards	 from	Wakamatsu	

elementary	school	and	Kokura	 junior	high	school	and	 thus,	consider	his	 self-

formation	as	a	writer	from	the	viewpoint	of	his	education.	Hino	Ashihei	Memorial	

Exhibit	has	his	report	cards	for	the	six	years	that	he	spent	at	Wakamatsu	(1913－
1919)	and	the	four	years	at	Kokura	(1919－1923).	These	report	cards	and	The	Diary	

of	Hino	Ashihei	(1923,	reprinted	by	Chikako	Masuda)	show	that	he	was	a	regular	

young	man	who	was	worried	about	his	love	life	and	who	loved	art	and	literature.	He	

decided	to	be	a	writer	when	he	was	at	Kokura	junior	high	school.	He	served	as	a	

soldier	 in	 the	Sino-Japanese	War	and	wrote	 for	 the	Japanese	army	during	 the	

Pacific	War.	Sometime	after	 the	war,	he	was	banned	from	holding	public	office	

temporarily.	Although	the	war	changed	the	course	of	his	life,	we	understand	that	he	

used	to	be	just	a	young	man	who	loved	art	and	literature.


